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１．情報提供依頼の目的
当市の庁内ネットワーク及び仮想化基盤を構成する主要な機器は導入から一定期間経過しており、機器の老朽化を起因とする障害発生リスクが高まっており、安定して業務を遂行できる環境の整備が必要となっています。
また、現在の当市のネットワークモデルは地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドラインに提示されている「α（アルファ）モデル」で、高いセキュリティを確保できている一方、クラウドサービス活用を展開する疎外要因ともなっています。
加えてサイバー攻撃の高度化・巧妙化への対応、イニシャルコスト・ランニングコストの膨張という課題も顕在化しています。
このような状況に対応するには、庁内ネットワーク及び仮想化基盤を抜本的に再構築することが不可欠となっています。
しかしながら、再構築にあたっては多くの資源が必要とされるため、費用対効果に優れた、最適なあり方を慎重に検討する必要があることから今回、幅広く技術・製品・仮想化ソフトウェアライセンス等の情報の提供を求めるものです。

２．現行のネットワーク利用等の概要
（1）ネットワーク構成
[基本の行政系ネットワーク]
・LGWAN接続系、インターネット接続系（兵庫情報ハイウェイ回線）及びマイナンバー接続系からなる三層分離（α）モデル
[その他のネットワーク]
[bookmark: _Hlk236217744]・Web会議系（インターネット回線）
・テレワーク系（インターネットVPN回線）
・教育系ネットワーク（インターネット回線）※更新の対象外
（2）ネットワーク構成イメージ
・別添の「03_小野市ネットワークイメージ図.pdf」のとおり
（2）ネットワーク利用ユーザ数
・600人
（3）端末数（物理端末）
・LGWAN接続系：約600台（コンテナ方式でのインターネット分離環境）
・マイナンバー接続系：約160台
・インターネット接続系：10台
・Web会議系：9台
・テレワーク系：6台
（4）対象拠点
・本庁舎１か所
・出先施設18か所（コミュニティーセンター等）
・学校施設13か所（小中学校）
（5）拠点間回線
・イーサネットVPN回線（出先施設系と学校施設系の2回線）
（6）Wifi環境（今回のネットワーク更新の対象外）
・利用ネットワーク：LGWAN接続系、インターネット接続系、Web会議系
・本庁のみ整備済
・L3スイッチ（Wifi用）、RADIUSサーバ（仮想化基盤に構築）、PoEスイッチ、アクセスポイントで構成
　※RADIUSサーバは更新した仮想化基盤上に別途再構築
（7）継続利用UTM （今回のネットワーク更新の対象外）
・兵庫県-UTM（インターネット接続系に接続）
・Web会議系-UTM（Web会議系に接続）
・テレワーク系-UTM（LGWAN接続系に接続）
・教育系-UTM（LGWAN接続系に接続）

３．ネットワーク更新の範囲の概要
（1）本庁
・更新機器の範囲：ネットワーク境界FW～L３コアスイッチ～各階フロアスイッチ（各事務机及び部屋のスイッチは対象外）
・上記に追加する範囲
①PMH用DMZ：マイナンバー系～LGWAN
②マイナポータル用DMZ：マイナンバー系～LGWAN・基本的な接続先：一般的な市と同様
・接続先特記
①LGWAN回線：直接接続（主従回線）
②ガバメントクラウド接続回線：LGCS
③戸籍システム：独自クラウド
（2）出先施設
・イーサネットVPN回線に接続するL2スイッチ（２施設のみL3スイッチ）
（3）学校施設
・学校施設のスイッチは更新対象外


４．現行の仮想化基盤の状況（すべて更新対象）
（1）仮想ホストサーバ 3台
・CPU：32コア(16コア×２CPU)
・メモリ：96GB(8GB×12)
・SSD：1440GB(480GBx3)
（2）バックアップサーバ １台
・CPU：8コア
・メモリ：16GB
・HDD：24TB(4TB×6）
（3）ストレージサーバ １台
・SDオールフラッシュ：SSD：23.04TB(1.92TB×12）
（4）仮想化ソフトウェア
・VMware
（5）仮想サーバの構成（現行43台）
・基本的な仮想サーバ
	サーバ
	ネットワーク

	AD
	インターネット・LGWAN・マイナンバー

	WSUS
	インターネット・LGWAN

	ESET
	インターネット・LGWAN・マイナンバー

	Proxy（県情報ハイウェイ）
	インターネット

	資産管理(SKYSEA)
	LGWAN・マイナンバー


・インターネット分離用仮想サーバ
	サーバ
	ネットワーク

	仮想ブラウザ
	インターネット・LGWAN（コンテナ方式）

	ファイルサーバ
	インターネット（仮想ブラウザと連携）

	ファイル転送
	インターネット・LGWAN・マイナンバー

	ファイル無害化
	インターネット→LGWAN・

	メール無害化
	インターネット・LGWAN

	メール添付ファイル無害化
	インターネット・LGWAN

	メールアーカイブ
	インターネット・LGWAN

	監視・管理
	統合監視ソフトウェア


※インターネット分離の方法については自由にご提案ください。
※ファイルサーバ1ユーザにつき1GBの容量を確保してください。



・その他 業務系サーバ
	サーバ
	構成台数
	合計CPU
	合計メモリ
	合計ストレージ

	グループウェア
	2台
	12vCPU
	32GB
	1.7TG

	メール
	1台
	4vCPU
	9GB
	400GB

	道路・水道台帳
	2台
	10vCPU
	16GB
	1.6TG

	その他
	5台
	18vCPU
	34GB
	2.5TB


※その他にはLGWAN系のNAS（Network Attached Storage）を管理するサーバも含んでいる。NASとこのサーバを組み合わせてLGWAN系のファイルサーバとしている。

５．再構築の視点
（1）ネットワークモデル
・将来的な「ゼロトラストモデル」への移行を睨んだ構成としたうえで「αモデル」から「α'（アルファダッシュ）モデル」への移行
・ローカルブレイクアウトは当面はOfficeソフトなどの認証とWeb会議
・再構築後に早い段階で一部の職員でCopilotエージェントの利用を試行
（2）仮想化基盤
・仮想化基盤はオンプレミス構築を前提として検討しているが、費用対効果が優れている場合にはIaaSの利用（オンプレミスとのハイブリット型も含め）を除外するものではありません。
・VMwareライセンス費用の高騰への対応
・仮想化基盤のリソース不足
（3）ネットワーク機器・仮想化基盤の長寿命化
・現行5年更新を前提にしているが、7年などに長寿命化
（4）ネットワーク間のファイルの受け渡し
・マイナンバーネットワーク⇔LGWAN間のファイル受け渡しの実現
（5）ネットワーク通信の管理・監視
・ネットワーク全体の構成が複雑であり、ネットワーク機器ごとの現在のトラフィック量や通信状態をリアルタイムで確認できる一元的な仕組みがありません。
このため、統合管理ツール等を活用し、専任担当者の負担を軽減しつつ、ネットワーク全体を可視化・一元管理できる仕組の構築が必要であると考えています。

６．予算計上等
・2027年度予算計上を目指しています。
・仮想化基盤の構築完了は2028年3月とします。（現行VMwareのライセンス期限）

７．提出依頼資料（様式自由）
（1）説明資料
・本市の庁内ネットワーク・仮想化基盤更新へのサービス・機器の説明資料
（2）導入実績
・全国の自治体への導入実績
・とくにおおむね人口10万人以下の団体への導入実績
（3）概算費用
　・更新に係る費用の概算費用（初期）
　・更新後の運用費用（5年間）
・長寿命化に対応できる場合は上記期間に長寿命化部分をプラスα
・概算費用はハードウェア、ソフトウェアライセンス、構築作業費、保守サポート費等を明示してください。
(4) スケジュール案
・契約締結から稼働までの標準的な導入スケジュール案
・6に記載の期限が困難な場合は代替案の提示をお願いします。
(6) 運用保守サポート体制
・標準的なサポート体制をお示しください。
(7) その他ご提案
・当市のネットワーク環境の高度化や運用負担軽減に資する独自の提案をお願いします。

８．提供いただいた情報の取扱い
(1) 本情報提供依頼（以下「本ＲＦＩ」といいます。）は、プロジェクトの実現性を確認するための技術や費用等について、広く情報を得るための手段として実施するものであり、今後の調達実施の有無、調達を実施した場合における契約に対する意図や意味を持つものではありません。
(2) 本RFIにおいて本市が資料提供要望を受け、事業者に資料を提供した場合は、RFI終了後に返却を求める場合があります。
(3) 本RFIに対してどのような提案を受けても、それをもって将来の調達を約束するものでありません。
(4) 後日、情報の提供を受けた事業者に対し、本市に提出された資料の内容等について照会または資料の追加提供を依頼する場合があります。
(5) 本RFIの実施に要する費用は、すべて事業者の負担とします。
(6) 本RFIにおいて提供を受けた提案、資料等は返却しません。
(7) 提供を受けた提案・資料等については、提供者に断りなく第三者に提供しません。
(8) 提供を受けた提案、資料等については、今後調達を実施する場合に調達仕様書に反映する場合があります。

９．質問方法・資料提出方法等
(1) 実施期間
2026年7月30日から2026年9月1日 15時00分
(2) 質問の方法
・質問期限
2026年8月10日17時00分
・質問の提出先と方法
joho@city.ono.hyogo.jp へ「02_質問書_ネットワーク・仮想化基盤更新.docx」を電子メールにてご提出ください。
・回答方法
回答は2026年8月17日10時00分までに小野市行政サイトに掲載します。
(3) 資料提出方法
・提出期限
2026年9月1日15時00分
・提出方法
joho@city.ono.hyogo.jpへ電子メールにてご提出ください。
また、ファイル転送サービスの使用も可能です。
※当方のメールセキュリティによりメール受信ができない場合があります。メール送信から5分以上経過後にお電話で受信確認をお願いします。
 
10. 問い合わせ先
小野市役所　総務部　ICT推進課
電話：0794-63-1000　　メール：joho@city.ono.hyogo.jp

１1. 補足
・本調達の方法は検討中ですが、調達に参加するためには本市の物品・役務等の入札参加資格審査申請書を提出し、物品・役務の提供等登録業者名簿に登載されている必要があります。
名簿登載の申請は、下記のURL（【随時受付】令和8・9・10年度物品・役務の提供等入札等参加資格審査申請）できます。
なお、申請から登録まで約１か月程度時間を要しますのでご注意ください。
https://www.city.ono.hyogo.jp/shigoto_sangyo/nyusatsu_keiyaku/nyusatsu/nyusatsu_todokede/14496.html
